
Q3今後の希望について 

＜内容＞ 

○古武士の介護法（助けおこしなどの介助） 

○防災意識を高めることが第一と考えます 

○災害現場の講和があればよりイメージできる 

○グループの発表会 

○避難訓練等、大・中・小地区でしたらどうでしょう 

○もし災害にあった等？ 

○地域での各種ボランティアを発掘するためのノウハウ 

○地域ボランティアを育成するノウハウ 

○見積り・翻訳者の勉強の機会を希望します 

○炊飯、ロープ結びに   作業のやり方 

 

＜時期＞ 

○随時 

○いつでもよい（2件） 

○毎年１回 

 

＜場所＞ 

○福祉会館（3件） 

○市民ホール 

○実際に避難してみる。どこへ避難すればよいか迷わない 

 

＜講師・開催方法等＞ 

○専門な人でなくても良い。地域の人など 


